
公益財団法人とちぎ未来づくり財団 令和２年度事業報告書

令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの本財団の事業について、次の通り報告する。

概 要
本財団は、次代を担う子ども及び青少年の健全育成及び福祉の増進に資することと、県民の生活

に潤いと活力をもたらす文化の振興に寄与することを目的として、平成２３年４月１日に設立され、

平成２５年４月には公益財団法人の認定を受け、公共性の高い各種事業の展開により地域社会に貢

献している。

法人設立１０年目、公益認定８年目となる令和２年度は、引き続き青少年健全育成事業、文化の

振興に関する事業、埋蔵文化財の保護及び調査に関する事業などを、相互の連携のもと実施すると

ともに、県有施設である「栃木県総合文化センター」「栃木県子ども総合科学館」「栃木県立とちぎ

海浜自然の家」「栃木県立なす高原自然の家」の指定管理者として、また「栃木県埋蔵文化財センタ

ー」の管理業務受託者として、各施設の機能を最大限に発揮できるよう適切な管理運営等に務めた。

特に「栃木県総合文化センター」については、大規模改修が完了し、４月から全館リニューアル

オープンを迎えることができた。

しかしながら、昨年度末からの新型コロナウィルス感染症の影響で、各種主催事業の中止・延期や

施設の休館などが続き、利用者数は激減した。令和３年度に入っても収束の気配は見えず、引き続き

県や関係機関との連携を図り対応していく。

Ⅰ 事業の状況

A．次代を担う子ども及び青少年の健全育成及び福祉の増進に資する事業

１ 青少年健全育成事業〔栃木県青少年育成県民会議事業〕（公益事業１）

（1）市町村民会議との連携強化、住民啓発促進に関する事業

市町における青少年育成活動の活性化を促進するため、青少年育成市町村民会議との連携強

化に努めた。また、県・市町・団体等の実施する青少年育成事業へ共催・後援及び参加するこ

とにより連携を深めた。ただし、新型コロナウィルス感染症の影響で、多くの会議・研修会・

講座などが中止又は延期となった。

《主な事業》

ア 青少年育成市町村民会議支援

・市町村民会議の組織強化、活動支援

イ 青少年育成指導員活動支援

・育成指導員の設置、活動支援

・内閣府主催研修会への派遣

ウ 啓発資料作成

・「青少年とちぎ」の発行

・県民運動啓発物品等の作成

エ 青少年育成団体連携

・各青少年育成関係団体との連絡調整

・県、市町、団体等の実施する青少年育成関連事業への共催、後援及び参加

（2）青少年の自立と社会参加活動の推進に関する事業

主体的に判断し行動できる資質や能力を身につけるための事業と、青少年の非行防止に向け

た事業を実施し、青少年の健全育成を図った。



《主な事業》

ア 少年の主張発表大会

・地区大会への助成

・県大会の開催

・全国大会への推薦、参加

イ 青少年育成県民会議表彰

・青少年育成に功績のあった団体、個人等の表彰

・永年（２０年）賛助会員への感謝状の贈呈

ウ 子ども読書活動推進

エ 生き生き体験活動

・中高生のリーダー育成を図る団体への助成活動

オ 親子学び合い（ネット時代の歩き方講習会）事業

・ネット時代をよりよく歩んでいくために必要な力や環境づくりについて考える講習会の開

催

カ 親子学び合い（ネット時代の歩き方講習会）事業講師養成講座

・子ども達に価値あるネットとの向き合い方、自分を成長させるネット利用について新たな

気づきを与える講習会の講師を養成する講座を開催

キ 親子学び合い講師フォローアップ研修

・講師養成講座を修了し、「とちぎネット利用アドバイザー」として認定した者を対象とし

た研修を開催

（3）「とちぎ心のスクラム県民運動」推進事業

青少年育成運動の一層の推進を図るため、県や市町、教育委員会、県警察本部、子ども会、

ＰＴＡなど関係団体との連携を強化し、県民運動推進体制の整備を図った。「家庭の日」絵日

記コンテストにおいては、850点の応募があった。

《主な事業》

ア 県民運動推進

・「県民のつどい」開催

イ 「家庭の日」推進

・「家庭の日」絵日記コンテストの実施

２ 栃木県子ども総合科学館管理運営事業 （公益事業１）

子どもの科学への関心を高める魅力的な事業展開を図り、科学技術普及啓発施設としての役割

を果たすとともに、学校や児童館との連携を強化し、大型児童館として県内児童館への技術指導

や連携事業など実践的な活動を行った。

なお、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、令和２年(2020)年４月８日（水）～５月18

日（月）及び令和３年１月14日（木）～２月22日（月）について、屋外を含めた休館などの対応

を行った。

また、新型コロナウィルス感染症対策として、サーマルカメラを導入して入館者の体温を迅速

に測定できるようにしたり、展示場やプラネタリウムにおいて密を避けるために入場者数の制限

をするなどの措置をとった。

（1）展示場の運営および各種教室の実施に係る事業

《主な事業》

ア 展示場等の運営

展示品の解説などを実施した。



イ 企画展の開催

a 第７７回企画展「美しい砂の世界 ～日本の砂 世界の砂 地層の砂～」

令和2年(2020)年7月30日（木）～8月23日（日）

砂とは何か、日本や世界の砂、砂の成分などについて理解を深めるほか、地球環境が作り

出した砂の風景などを紹介するパネル展を実施。また、砂を使った実験装置など自作して設

置した。

b 第７８回企画展「進化を続ける文具」

令和3年(2021)年3月20日（土）～4月4日（日）

文具の中にある科学や技術の要素を解説したり、様々な文具の歴史などを紹介した。さら

にオリジナルの下敷きやスタンプを作る工作イベントを実施した。

ウ 科学技術コンクール ～ロボット・チャレンジ ２０２０～

ものづくりの機会の少なくなった青少年を対象に、自作ロボットによる競技会を行った。ま

た、コロナ対策として、対戦型ではなくタイムレースの競技とした。

エ 各種教室の実施

「科学工作教室」、「ミニ工作」、「移動科学教室」、「出張サイエンスショー」など年間を通し

て実施した。コロナ感染症の影響により外部団体による講座等はすべて中止となった。

（2）プラネタリウム及び天文台の利用に係る事業

《主な事業》

ア プラネタリウムの投影

科学者たちの挑戦により解明されてきた現代宇宙論の歩みや、時代とともに変わっていった

天球儀の歴史、流星群の正体などをテーマにした内容と季節に合わせた星空解説を盛り込んだ

一般向け番組を年間４本、イルカ座と一緒に星座の世界を旅する内容等の年少向け番組を年間

２本投影した。

また、天文学習の支援をねらいとした学習番組や、「星空さんぽ」、「星と音楽のひととき」

などのライブ特別番組を投影した。

イ 天文台の利用

天文台を利用して土・日曜日の夜を中心に「星をみる会」を年間９回実施（内３回は Web 配

信。新型コロナウィルス感染症拡大防止のため 15回中止）した。また、昼間でも見ることので

きる天体や太陽の観察を行う「天文台公開」を Web 配信で年間 14 回実施（新型コロナウィル

ス感染症拡大防止のため７回中止、強風のため１回中止）した。

ウ その他天文普及活動

手作りした天体望遠鏡で天体を観察する天文工作教室を年間１回実施した。また、新聞やテ

レビなどのメディアへ天文情報を提供することにより広報普及を行った。

（3）児童厚生施設としての利用に係る事業

《主な事業》

ア 体験・育成事業

２階「遊びの世界」を主な活動場所として｢あそびのプログラム｣を毎日実施してきたが、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館、その後も「あそびの世界」閉鎖となり実施中

止となった。そこで、『おうちでできる簡単な工作キット』を配布する「工作のテイクアウト」

を５月以降、新規事業として屋外で実施。また、じっくり遊びに取り組む「特別プログラム」

についても１０事業を計画していたが、７事業を中止。年度後期に、内容・定員などを再検討

し、感染症対策を講じた上で、事前申込制で親子を対象に「魔法学校」など３事業を実施した。

その他、幅広い年齢層の利用を促進するため、未就園児の親子を対象とした「まめっこタイ

ム」についても、他事業と同様に内容等を再検討し、年度後期に屋外にて当初予定していた実

施回数の半分の１１回実施した。



イ 県内児童健全育成団体等への援助・指導、連絡調整等の事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、県内の児童館、放課後児童クラブ、子育てサー

クル等への「あそびの出前」についても内容を変更し、感染症拡大防止の対策を講じながら８

団体中７団体実施した。県内児童館と共同でプログラムをおこなう「あそびの連携事業」、児童

館ＰＲと職員間交流・資質向上を目的に開催する「第２２回じどうかんフェア」の２事業は中

止とし、「じどうかんフェア」については、県内児童館２０館の協力のもと、各館が作成した工

作キットを配布する「工作のテイクアウト『じどうかん月間』」を代替事業として実施した。ま

た、栃木県児童館連絡協議会事務局としての遊具貸出をはじめとする県内児童館の活動支援や

連携のための強化事業、県内の放課後児童クラブへの情報提供及び指導員の資質向上のための

研修事業など、感染症拡大防止のためいずれも回数は減少したが、県内各種児童健全育成団体

等への援助を行った。

ウ 乗り物広場の運営及び屋外遊具の管理

変わり種自転車の貸し出し、ミニ機関車の運行とそれらの点検・整備等の実施及び屋外遊具

の安全点検を行った。なお、管理運営の際には、感染症拡大防止の観点から対策を講じて行っ

た。

（4）大規模改修に向けての準備

大規模改修に向けての準備として、県からの委託を受けて、主に県内の大学や企業などの協

力体制などについての調査を行った。

３ 栃木県立とちぎ海浜自然の家管理運営事業 （公益事業１）

栃木の子どもたちに海の自然や文化に触れさせる「海の分教場」、幅広い利用者に多様な学習

の場を提供する「生涯学習施設」としての役割を果たし、「とちぎの海のふるさと」として県民

に愛される施設を目指した管理運営を行った。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年(2020)年４月８日（水）から５月

３１日（日）まで臨時休所とした。

また、開所後も、衝立の設置・消毒液の設置・寝具類の配置間隔の見直しといった感染防止対

策を行い、利用者・職員の健康に留意した。

（1）臨海自然教室事業

実施時期：年間

対象：栃木県内の小学校、県立盲・聾・特別支援学校（小学部）の児童

延べ利用者数：９，７０９名 （昨年度利用者数：３６，８２０名）

内容：栃木県の小学５年生を対象に、海辺での集団宿泊や自然活動など、様々な体験的な学習

を教育活動の一環として実施した。また、活動プログラムの提供を行うとともに実施に当た

っての指導助言などを行うことにより、安全に有意義な体験活動が行えるよう支援した。

（2）各種団体受入事業

実施時期：年間随時

対象：学校、企業、各種団体等（視察を含む。）

延べ利用者数：４，５８４名（昨年度利用者数：２５，５８４名）

内容：県内外の学校教育・社会教育団体や企業等を受け入れ、研修、交流活動、家族の触れ合

い活動等を支援した。また、施設・備品等の貸出しや活動プログラムの提供や活動に対する

助言を行うことにより、安全に有意義な生涯学習活動が行えるよう支援した。

（3）主催事業

周辺の自然環境を活かし、教育施設としての目的に合致した企画事業を実施した。

《主な事業》

ア 海浜夏まつり・秋まつり



イ 海浜の旬メロン

ウ 海浜の初日の出 ほか

（全７事業、総参加者数：７０３名）（昨年度参加者数：１，５１８名）

※台風 14号と新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、５事業中止。

４ 栃木県立なす高原自然の家管理運営事業 （公益事業１）

山の自然や文化に触れさせる「山の分教場」、那須高原に位置する「生涯学習施設」とし

て、周辺の豊かな自然を活用した青少年の団体宿泊学習や県民の多様な団体活動を支援する

ことにより、青少年の健全育成と生涯学習の振興を図った。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年(2020)年４月１４日（火）から５

月１７日（日）まで臨時休所とした。

また、開所後も、利用者には検温、消毒、マスクの使用を依頼し、年度末には非接触型検温計

を導入した。

さらに、所内の換気の徹底や３密を避けるための宿泊室や浴室の定員制限などの感染防止対策

を行い、利用者・職員の健康に留意した。

《主な事業》

(1) 各種団体受入事業

栃木県内外の学校、社会教育団体等に研修の場を提供し、活動を支援した。

施設、備品等の貸出し、活動プログラムの提供や活動に対する助言を行うことにより安全

で有意義な生涯学習活動が行えるよう支援した。

期日：通年

対象：研修を目的とした団体・グループ

内容：登山・ハイキング、野外・自然体験活動、スポーツ・レクリエーション活動、創作活動、

調理活動、その他の活動

延べ利用者数：６，１８５名（昨年度利用者数：３０，０６８名）

（2）主催事業

周辺の自然環境を活かし、社会教育施設としての目的に合致した企画事業を実施した。

《主な事業》

ア ふれあい登山教室 in那須連峰①②③

イ こどもチャレンジキャンプ

ウ ふれあい広場 ほか

（全１１事業、総参加者数：１７０名）（昨年度参加者数：２７７名）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２事業中止。

※荒天のため、１事業中止。

B．県民の生活に潤いと活力をもたらす文化の振興に寄与する事業

５ 文化の振興に関する事業 （公益事業２）

県民文化の振興と文化活動の支援のため、良質な舞台芸術の鑑賞事業と県民参加事業を県

民に提供することを目的として実施している。今年度は栃木県総合文化センターリニューア

ルオープン年度として、リニューアルしたホールを会場に様々な記念公演を行う予定だった

が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、多くの事業について開催を中止・延期す

ることとなった。そのことに伴いチケット販売済みの６事業について、総計９７９件のチケ

ット料金及び手数料等の払戻しを行った。下半期後半からは、十分な感染症対策を講じたう



えで、公演を再開した。

《主な事業》

(1) 自主財源による文化事業

財団主催の各種文化事業及び民間事業団体等との各種共催事業等を実施した。

ア 主催事業

平日の贈り物♪ランチタイムコンサートシリーズ 全３回

栃木県総合文化センターリニューアルオープンスペシャル！

Vol.35「羽石道代ピアノ・リサイタル」

Vol.36「喜名雅テューバ・リサイタル」

Vol.37「西谷牧人チェロ・リサイタル」

イ 共催事業

劇団四季 ミュージカル『コーラスライン』

究極の協奏曲～辻井伸行×佐藤晴真×読売日本交響楽団

(2) 栃木県補助金等による文化事業

ア 鑑賞型事業

栃木県総合文化センターリニューアルオープン記念事業

「～とちぎから世界に羽ばたくチェリスト～宮田 大 チェロ・リサイタル」

「栃木県総合文化センター狂言シリーズ第 24弾 狂言 万作の会」

「林 真理子の 劇場で愉しむ『オペラ』なるもの ～とちぎが誇る全国音楽コンクール

『コンセール・マロニエ 21』入賞者とともに～」

イ とちぎ舞台芸術アカデミー（参加創造交流型文化事業）

a【音楽部門】

学校訪問演奏会『音楽って素晴らしい！学校でこんにちは！』

(塩谷南那須・那須地区)

コロナに負けない！「新しい生活様式」で愉しむコンサート

錦織健テノール・リサイタル

《次年度準備事業》

栃木県新人音楽家演奏会 －未来にはばたけとちぎの音楽人－

ウ 受託事業（制作及び運営業務受託）

《栃木県文化・芸術活動応援事業》

とちぎの若手アーティスト集まれ！Wｅｂコンサート

（クラシック及び邦楽演奏の YouTubeによるライブ及びアーカイブ配信）

予定：３９事業７３公演

実施：１１事業１４公演

中止：２８事業５９公演

６ 埋蔵文化財の保護及び調査研究に関する事業 （公益事業３）

埋蔵文化財の保護及び調査研究を行うとともに、栃木県埋蔵文化財センターの管理運営及び県

等からの委託事業を実施した。

（1）埋蔵文化財発掘調査事業

栃木県及び国、県内市町からの委託を受け、開発地内等の埋蔵文化財の発掘調査事業を実施

した。

※ 発掘調査及び整理事業件数 １２件



《主な事業》

ア 栃木県からの受託事業

・本沼窯跡群（益子町）

・くるま橋遺跡（真岡市）

・荒井館跡 (大田原市) ほか５件

イ 国からの受託事業

・粟宮宮内遺跡

ウ 市町からの受託事業

・四十八塚古墳群（佐野市）

・さくら市遺跡詳細分布調査（さくら市） ほか１件

（2）栃木県埋蔵文化財センターの管理運営事業

栃木県からの委託を受け、埋蔵文化財センターの施設維持管理を行うとともに、埋蔵文化財

の保存・活用及び埋蔵文化財に関する知識の普及に関する事業を行った。

《主な事業》

ア 埋蔵文化財に関する情報収集及び提供

遺物・図面・写真等の貸出や「埋蔵文化財センターだより」（年２回）・「壁新聞」（年１回）

・「とちぎ発掘調査成果情報誌」（年１回）を発行した。

イ 埋蔵文化財に関する普及・啓発

発掘調査報告会、現地説明会及び史跡見学会の開催、学校等の施設見学及び出前事業、埋蔵

文化財センターの特別公開、常設展示及び特集展示、ミニテーマ展示、県庁本館ミニ展示、各

種講座の開催等を通じて、広く県民に埋蔵文化財保護の重要性やその保存・活用についての理

解や関心の向上に努めた。

また市町資料館等と連携し、地域の遺跡・出土品を活用した事業等の支援を行った。

ウ 研修

教員や生涯学習担当職員を対象とした埋蔵文化財活用のための基礎講座を実施した。

エ 埋蔵文化財等出土品の管理

（3）図書の刊行頒布事業

埋蔵文化財発掘調査報告書等、埋蔵文化財の調査や普及啓発に関する図書類を刊行頒布した。

本年度刊行頒布図書一覧

書 籍 名 発行部数 遺跡等所在地

研究紀要第２９号 ５０

栃木県埋蔵文化財調査報告

第 393集 ホクチャ遺跡 ２５ 佐野市

第 394集 松の木遺跡・山神塚 ２５ 鹿沼市

第 396集 あがた駅南遺跡 ５０ 足利市

第 397集 平出城跡 ３０ 宇都宮市

第 398集 酒野谷原塚 ３０ 鹿沼市

第 400集 二条城跡 ４５ 栃木市

合 計 ２５５

７ 栃木県総合文化センター管理運営事業 （収益事業）

県内文化振興の拠点施設である栃木県総合文化センターの利用受付・打ち合わせ、利用者及び

来館者サービス事業、施設維持管理業務、危機管理対策及び事業評価を行った。また、大規模改

修工事後の設備調整等対応を行った。



なお、栃木県の指示により新型コロナウイルス感染症対策として、令和 2 年 4 月 8 日(水)～新

規予約停止、4 月 18 日(土)～ 5 月 10 日(日)予約済み利用者を除き休館、5 月 11 日(月)～ 15 日

(金)一部施設のみ開館、令和 3 年 1 月 14日(木)～ 2 月 21 日(日)予約済み利用者を除き休館及び

夜間利用時間短縮要請、の対応をとった。

《主な事業》

（1）施設利用受付・打ち合わせ業務

ホール、ギャラリー、会議室、各種練習室等の利用受付及び打ち合わせを行なった。

（2）利用者及び来館者サービス業務

催し物案内の発行、ホームページやメールマガジン等による催事情報の提供を行うとともに、

文化団体や企業向けに施設利用促進を図る広告、広報活動を行なった。

施設利用のアドバイスのほか、利用者のニーズに合わせてケータリングや会場設営などのサ

ービスを提供する「らくらくサービス」事業を実施した。

（3）施設の維持管理業務

利用に支障が生じないよう各種設備の保守点検を定期的に行うとともに、快適な館内環境を

維持するため関連設備・備品等の適切な管理を行なった。また、必要に応じ工事及び修繕を行

った。

（4）危機管理対策

来館者の安全を守るため、防災設備等の保守点検及び消防訓練を実施するとともに、危機管

理マニュアルの点検を行った。

また、新型コロナウイルス感染症対策として、清掃時の消毒作業実施、密集防止のため施設

利用人数の制限、手指消毒用アルコールの各所への設置、主要入口へのサーマルカメラ設置、

注意喚起表示の各所への掲出、ソーシャルディスタンス確保のため施設一部の利用制限、接触

確認アプリの導入、施設利用者を対象とした感染症対策徹底についての要請、等を行った。な

お、当センターは特定建築物として充分な換気を通常実施しており、空気環境のモニタリング

等に充分留意した。

（5）事業評価

利用者に快適にご利用いただくため事業評価を実施し、更なるサービス向上に努めた。

（6）大規模改修後の対応

県において、大規模改修工事が実施されたことから､財団として県との連携を図るとともに､

工事後の調整等各種対応に努めた。

Ｃ．広報活動に関する事業

（1）新聞や情報誌等広報媒体を活用し、施設や財団事業案内の広報を行った。

（2）財団発行の広報誌による活動として、「青少年とちぎ」（年１回発行）や「催し物案内」（年４回

／総合文化センター）、「埋蔵文化財センターだより」（年２回／埋蔵文化財センター）などを発

行し、関係機関及び県民に配布した。

（3）インターネットによる活動として、各事業所で独自にホームページを整備して情報発信をする

とともに、財団ホームページにも各事業所の更新情報を掲載したほか、総合文化センターの事業

等の最新情報を、メールマガジンにて、毎月１回２，４３９名の登録者（３月３１日現在）に発

信した。その他、フェイスブックによる広報についても実施した。

Ｄ．その他目的を達成するために必要な事業

県内２６の公立文化施設で構成する栃木県公立文化施設協議会の運営事務局として、全国他県

の動向など、各種情報の提供及び管理・技術関係の研修会を開催するなど、県内の公立文化施設

の運営に関して指導・助言を行った。



子ども総合科学館においては、県内４２児童館により構成される栃木県児童館連絡協議会の事

務局として、児童館相互及び児童館職員間の連絡・交流活動、全国の動向などの情報提供、児童

館運営や職員の資質向上に関する各種研修会の開催などを行った。

また、埋蔵文化財センターにおいては、前年度に引き続き、全国４７の埋蔵文化財法人で構成

する、全国埋蔵文化財法人連絡協議会関東ブロックの列島展担当法人として庶務を行った。


